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【目標】認めあい 支えあい 高めあい ～自律 自治 旅立ち～ 発 行

最優秀賞 ６組 『リフレイン』
優 秀 賞 １組 『予 感』 ２組 『春 に』 ５組『雲の指標』
優 良 賞 ３組 『ヒカリ』 ４組 『信じる』

「学習発表会を振り返って」 ６組 友久 穂香
今回の学習発表会は、３年間の行事で卒業式を除く最後の行事でした。なので、「成功させ

て、よい思い出をつくりたい！」と思っていました。
学習発表会特別時間割が始まって、最初はパート練習をしていました。私はこの時に、この

クラスの合唱を前で聴きたいなって思っていました。私のクラスは、指揮者が誰も出てきてな
かったので、不安だけれども、指揮者に立候補しました。
パート練習の時は、男子のところにいました。男子は声量は出ていたけれど、何人かにまか

せっきりで、全員が声を出していませんでした。色々と言っても、あまり聞いてくれないし、
やっぱり自分には指揮者は向いていないなって思って、何回も指揮者をやめようと思いました。
でも、女子からは、「ここを、もうちょっとこうしていい？」とか「男子、もうちょっとちゃ
んとしようよ」とか、色々とアドバイスしてくれたり、男子に注意してくれたので、私ももう
ちょっと指揮を頑張ろうと、そのたびに思いました。
私が一番嬉しかったのは、Ｍ君が男子１人ずつに、コメントとかアドバイスを渡していたこ

とです。それを知った時は、めっちゃ嬉しかったです。Ｍ君はいつも大きな声で歌っていて、
そんな中でも１人ずつコメントをしてあげてて、こういう人の支えがあって、自分も指揮がで
きたんだなって思いました。
私は指揮者で、みんなの真ん中に立って指揮をしていました。なので、日に日に上手くなっ

ていくのが、よく分かりました。皆が頑張っている分、自分も家でビデオを見て皆が歌いやす
いようにと、何回も練習をしました。最後の教室での練習。とってもよい雰囲気だったし、き
れいにハモっていて「これはいける！」って思いました。
そして本番。全然緊張しませんでした。逆に楽しみでした。指揮台に立って皆の顔を見た時

に、皆の顔が怖すぎて笑っちゃいました。でも歌声はきれいで、途中の間奏からは、皆楽しそ
うで、最優秀じゃなくても皆がいい顔して歌っていたし、楽しかったからよかったと、指揮の
手を下ろしたときに思いました。
そして発表。とても緊張しました。「最優秀賞は･･･。」 曲が流れた瞬間とてもうれしかっ

たです。私はその最優秀賞をとった曲を、一番近い、真ん中の、一番良い所で聴けて、それを
思うと指揮をしていて本当に良かったと思いました。
私の指揮は足りないところや、歌いにくかったところがあったと思うけれど、皆は、練習中

に言われたことを覚えて歌っていて、今回の最優秀賞は皆のおかけやなぁって強く思いました。
最後の行事を、良い形で終わることができて本当に良かったです。
この皆との絆を卒業まで続けていきたいです。そして、入試。皆で支え合って、皆の夢が実

現できるように、互いに支えあって頑張っていこうと思いました。
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